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令和５年中の火災の概要について（東京消防庁管内） 
 

 

★火災件数は４,３３０件でした（前年より３７７件増加）。 

★火災による死者は８６人（前年より３人減少）で、そのうち 65 歳以上の

高齢者は５８人でした。 

★火災による負傷者は７５０人（前年より８人増加）で、そのうち６５歳以

上の高齢者は２３７人でした。 

★主な出火原因の上位３位は、「たばこ」が６６１件で最も多く、次いで

「放火（疑い含む）」が６４０件、ガステーブル等が３７７件でした。 

～令和５年中の火災の特徴について～ 

★住宅・共同住宅等から出火した火災件数。 

⇒建物から出火した火災は２,９７６件（前年より１９８件増加）で、住宅・

共同住宅等から出火した火災は１,６６９件（前年より６３件増加）。住宅・

共同住宅等以外の建物から出火した火災は１,３０７件（前年より１３５件増

加）。 

★電気設備機器による火災件数の増加。 

⇒電気設備機器による火災件数は１,５１２件（前年より４５件増加）で、全

火災においても約３割以上（３４.９％）を占めています。 

★たばこによる火災件数の増加。 

⇒たばこによる火災件数は６６１件（前年より９２件増加）で、令和２年以

降５００件台を推移していましたが、６００件台へ大幅に増加しています。 


